
７月１日（水）に、薬物乱用防止講話をリモートで実施しました。薬物は

誰にでも身近な問題であることや一度体験するだけで人生を大きく左右す

るほどの恐ろしさがあることなどを教えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 先日、ある生徒から「運転免許取得許可願」が提出された。取得に向けてぜひ頑張ってもらいたいと

思う。これから運転免許を取得するであろう皆さんに、少しだけ私の思い出話をしたい。 

 大学２年生の夏休み。諫早に帰省していた私は、「時間もあるし免許でも取ってみるか」と軽い気持ち

で考えた。当時の私は、自動車学校に通うという発想がなかった。理由は、原付バイクの免許は取得し

ていたので、学科試験はある程度自分でできると思ったこと、夏休みの自動車学校は人であふれかえっ

ているし、何よりもお金がなかったこと。当時でも２０万円はかかったと思う。「大村の試験場で直接受

ければいい」と思い、運転免許試験場へ向かった。 

 １回目。朝から事務手続きを終え、いきなり始まる仮免許の実技試験。助手席には警察官が乗り込み

「それでは始めてください」と一言。今思えば、かなり無謀な挑戦であった。事前の練習はというと、

空き地（もちろん私有地）で父親と練習した程度。基本もよく分からないまま本番に臨んだ。 

 緊張しながら運転席に座り、ドアを開け、エンジンをかけて発進。その瞬間「はい、終わり」と言わ

れた。何が起きたのか理解できないまま試験は終了し、警察官から厳しいご指導をいただいた。「周囲の

確認もなく車を発進するなど、言語道断だ」とのお言葉。 

 それから、試験場近くの「教習所」で１時間３０００円を支払い、何度か運転練習をさせていただい

て再び挑戦した。２回目、３回目と落ち続ける中で、運転はただハンドルを回すことではなく、一つ一

つの確認や基本動作の積み重ねであることを思い知らされた。最終的に仮免許に合格したのは６回目。

２０回落ち続けている方もいたので、総じて結構いい方かもしれない。 

 仮免許を取得してからは、父親の車での猛特訓が始まった。赤い日産サニーの前後に「仮免許練習中」

と画用紙に手書きで書いた表示を付け、父を助手席に乗せて公道へ出る。発進、停止、右左折、確認動

作、路上でエンストも何度か経験した。その都度、父から厳しくも的確な指導を受けた。今思えば、父

は相当怖かったのではないかと思うが、根気強く付き合ってくれた。その成果もあってか、本免許試験

は１回で合格できた。あのときの達成感は、今でも覚えている。 

 失敗の連続であっても、基本を大切にあきらめずに続けること。その積み重ねが結果につながるとい

うことを、私はこの経験から学んだ。 

 これから運転免許を取得しようとする皆さんも、思い通りにいかないことがあ 

るかもしれない。しかし、その一つ一つの経験が必ず力になる。安全運転の意識 

を身に付けながら、しっかりと取り組んでほしい。あの夏の経験は、今でも私に 

とって大切な一つ星である。（次回はバイク編です） 

 

                                              

                                              

                                              

（職員・水田伊七章先生揮毫） 

島定通信 第１０９号 

令和８年７月２４日 

島原高校定時制教務

部 

『一発免許』 
校長  久保田 幸成 

「認めよう それぞれ違う 良さがある」  ３年  木村 向日葵 

「その言葉 時には誰かの トゲになる」  １年  山下 李都 

「言葉には トゲがあること 忘れるな」  １年  松﨑 怜央 

 生徒生活体験作文を作成しました。生徒たちはみな、入学してから現在ま

での経験を振り返りながら、それぞれ思い思いに作文を書きました。 

１年 尾崎 僚汰     ２年 隈部 美留    

３年 木村 向日葵    ４年 伊藤 雄斗 

いじめ撲滅標語 優秀者 

生活体験作文 優秀者 

薬物乱用防止講話 
講師 第一薬科大学 薬学研究科 

地域医療薬学センター教授 大光正男様 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 県定通体育大会が６月 14 日（日）に鳴滝高等学校で開催され、本校は男女ともバドミントン競

技に出場しました。出場した選手たちは日ごろの練習の成果を存分に発揮し、出場しなかった生徒

たちも応援やサポートで大会を支え、チーム一丸となって戦いました。 

① ７／２１(火)～８／３１(月)の職員の勤務時間は、８：４５ ～ １７：１５です。学校にご用の 

際は、時間帯にご注意ください。 島原高校 ☎0957-62-4155 

② ８／１０(祝・月)～１５(土)は学校閉庁期間で、職員は不在です。急な連絡が必要な方は、生徒 

を通じて担任に直接ご連絡ください。連絡がとれない場合は、下記連絡先でも対応いたします。 

・長崎県教育庁高校教育課（095-894-335４） 

 

9/1(火) 始業式・個人面談 

9/3(木) 学年ＰＴＡ出欠〆切 

9/4(金) 人生の達人セミナー 

学年ＰＴＡ 

8/9(日) 平和学習 登校日 

 10:20 登校、SHR 

11:10 SHR、下校 

定時制・通信制 体育大会 長崎県予選会  

 ■男子団体 結果 

１回戦 ０－３ 佐世保中央昼間部 

    複 伊藤・岩永 ０－２ 

    単 上江洲   ０－２ 

    単 森﨑    ０－１ 

 ■男子個人 結果 

 1 回戦 伊藤  ０－２ こころ咲良高校 

     上江州 不戦勝 

 2 回戦 上江州 ２―０ 諫早高校定時制 

 3 回戦 上江州 １―２ 鳴滝高校通信制 

今後の予定 

■女子個人 結果 

 １回戦 隈部 １－２ 鳴滝高校昼間部 

木村 ２－０ 諫早高校定時制 

 ２回戦 木村 ０－２ 鳴滝高校通信制 


